
Table 1 対象土の物性値 

Physical properties of Peat 

土粒子密度

( g/cm3) 
含水比(%） 強熱減量(%) 

2.37 202.8 29.2 

 

EtOAc 161mL(×2)

③EtOAc層 ④H2O層

泥炭161g

抽出物溶媒
MeOH

Hexane 161mL(×2)

①Hexane層 H2O層

Et2O 161mL(×2)

②Et2O層 H2O層

 

Fig. 1 液－液分配分画の各分画順序 

Procedure of the homogeneous liquid fractionated 

泥炭由来の液－液分配法による化学物質がセメントの強度発現に及ぼす影響 

Influence on chemical component of substance from Peat by the homogeneous liquid 

fractionated to strength development of hardened cement   
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１．はじめに 

泥炭地において，セメントによる地盤の改良

効果が十分に得られない事例があり 1)，泥炭に

含まれる腐植物質がセメントの強度発現に影

響を及ぼしていることが報告されている．この

腐植物質は，生成要因の違いなどから多様な化

学構造が存在する．化学構造によって特性が異

なるため，硬化阻害要因の特定が困難と考えら

れる．これまでの著者らの研究にメタノールを

溶媒とした泥炭粗メタノール抽出物がセメン

トの強度発現特性に影響を及ぼすことが明ら

かとなった．さらに，泥炭由来の硬化阻害物質

が，セメントの硬化不良を引き起こすために必

要な最小量，すなわち活性限界を特定した 2)． 

本研究では，液-液分配分画法を用いて泥炭か

ら特定の物質を分画し，セメントの硬化阻害要

因となる物質の評価を行った．具体的には，泥

炭からの各種分画水を練り混ぜ水として使用

したモルタル供試体を作製し，供試体の強度発

現特性および強度（圧縮・曲げ）を評価した． 

２．実験概要 

2.1 対象とした土の概要 

本研究で対象とした泥炭の概要は，北海道 H

市の工事現場より採取されたものである．一般

に，泥炭は植物由来の遺骸であり，有機質含有

量および自然含水比が非常に高い 1)．対象土の

基本的な物性値を Table 1に示す． 

2.2  液－液分配法による泥炭由来物質の分画 

 メタノールを溶媒とし，超音波法によって抽

出を行った泥炭粗メタノール抽出物から溶媒

溜去後に液－液分配分画法を用いて Fig.1 に示

した溶媒を用いて順次分画を行った．分画後に

溶媒を溜去し，モルタル強度試験に使用した． 

2.2 強度発現特性の評価方法 

本研究では，泥炭の分画水を練り混ぜ水とし，

「セメントの物理試験方法」（JIS R 5201-1997）
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に準拠したモルタル供試体を作製した．強度発

現特性を評価するために，密度と超音波伝播速

度を材齢 3，7，14，28 日に行い，最終材齢の

28日に強度試験（圧縮・曲げ）を行った． 

３．結果と考察 

3.1 モルタル供試体の密度および超音波伝播

速度による阻害効果の影響評価 

 分画物質を用いたモルタル供試体の密度お

よび超音波伝播速度の経時変化を Fig.2，Fig.3

に示す．Hexane層および Diethyl Ether層（Et2O）

を混入したモルタル供試体では，両評価項目に

おいて小さくなった． 

3.2 モルタル供試体の圧縮強度による評価 

分画物質を用いたモルタル供試体による圧

縮試験の結果を Fig.4 に示す．圧縮試験におい

ては，有意水準 5%で平均値の差の検定を行っ

た．標準モルタルと比較すると，Diethyl Ether

層の供試体にのみ有意な差があることが明ら

かとなった．したがって，Diethyl Ether層に含

まれる硬化阻害物質がセメントの強度発現に

影響を及ぼしていることが考えられた．今回の

溶媒に溶けだす化学物質における極性の高さ

は，Fig.4の横軸では Hexane が最も低く，左か

ら順に極性が高くなるよう示している．このこ

とから，Diethyl Ether層に溶出した物質は比較

的に極性が低い化学物質といえる． 

４．まとめ 

 本試験の結果より，泥炭から液－液分配分画

法による分画した物質の内，Diethyl Ether層に

溶出した比較的極性の低い化学物質が最もセ

メントの強度発現特性に影響を及ぼすことが

わかった． 
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Fig.3 分画物質を含む供試体の超音波伝播速度 
 Change with time of ultrasonic pulse velocity of 

test specimen 

 
Fig.2 分画物質含有供試体の密度の経時変化 
 Change with time of density of test specimen 

 
Fig.4 分画物質含有供試体の材齢 28 日圧縮強度 

Compressive strength of test specimen at 28 days 
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